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終業式で「＊＊＊＊＊＊さん」が発表した作文です！ 

                                                                      【敬称略】

前期がんばったことと後期にむけて 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  ６年１組　　＊＊＊＊＊＊ 
 

　私が前期でがんばったことは３つあります。
   １つめは漢字の学習です。６年生では読み
方や書き方が複雑な漢字も増え、授業内での
学習のみでマスターするのは難しくなりまし
た。そのため日々の家庭学習では自分が書け
る漢字とまだ書けていない漢字に分け、苦手
な漢字を重点的に復習に取り組みました。繰
り返し練習することで少しずつ書ける漢字が
増えていくのを実感でき、継続することの大切さを学びました。 

　２つめはあいさつです。鳥海小が取り組んでいるときめきあいさつを
全校でよりよい者にしていくために、最高学年である自分がお手本にな
ることを心がけて取り組みました。私が特に大切にしていることはして
きたことは、相手の目を見るということと、明るい声や表情であいさつ
をするということです。このようなことを踏まえてあいさつすることで
お互いの気持ちがよいものになるとつよく考えました。 

　３つめは委員会動です。私は放送委員として、毎日、全校のみなさん
にお知らせをするという仕事を行いました。５年生の時とは違い、５年
生に仕事を教えるという役割も増えたため、責任感がさらに必要となり
ました。声の明るさやスピードに気をつけながら放送できたことはよか
ったと思いますが、放送を忘れてしまうこともまだあるため、自分の担
当の日以外の費でも気をつけ、放送委員全員で声を掛け合う気持ちを大
切にしなければいと思いました。 

　後期にがんばりたいことは２つあります。一つ目はこれまで学習した
ことの総復習です。中学校の学習は小学校での学習がていちゃくしてい
ないと理解することが難しいと思います。そのため、今のうちに苦手な
部分を中心に復習を行い、中学校の学習でいいスタートがきれるように
したいです。またわからない部分は一人で考え続けるのではなく、友達
や先生に自分から聞き、時間を大切に強いながら学習したいです。特に



社会の歴史ではただの暗記にならないよう、時代のつながりを意識しな
がら様々な出来事がなぜ起きたのかということをきちんと理解したいと
思います。 

　もう一つは常時活動の徹底です。がんばったことでも話したとおり、
委員会や係活動など日常的に行う役割をまだ徹底できていない部分もあ
るため、今よりもさらに気にかけ、責任感のある行動をして、５年生に
バトンタッチできるようにしたいと思います。 

　最後に卒業まで残り半年を切りました。日々の生活や残りの行事の中
で楽しい思い出をクラスのみんなで作り、中学生になりたいと思いまし
た。

 
 　後期は、「つなぐ」「つながる」で 
  終わったり満足したりせずに、更に
  広げたり深めたりできるところまで
 支援していきたいと考えています。

　みなさん、おはようございます。今日で前期が終わります。みなさん、本当によく頑張りました。 
　４月の始業式で、校長先生は今年の鳥海小学校のテーマを「つなぐ」にするとお話ししました。覚えて

いますか。「人と人をつなぐ」「学びをつなぐ」「地域と学校をつなぐ」、この三つを大切にしながら、みん

なで感動する学校をつくっていきましょうとお話ししました。では、この半年間を振り返ってみましょう。 
 
■まず、「人と人をつなぐ」です。 
　みなさんは、運動会や飛鳥祭をはじめ、縦割り活動などで、学年を越えてたくさん関わりました。中学

生のお兄さんお姉さんたちとも関わりました。上級生は下級生にやさしく声を掛け、下級生は上級生をお

手本にして活動していました。また、友だちが困っているときに声を掛けたり、一緒に考えたりする姿も

たくさん見られました。みなさん一人一人のやさしい行動が、人と人との心をつないでくれました。 
 
■次に、「学びをつなぐ」です。 
　授業では、「分からない」を「分かった」に、「できない」を「できた」に変えようとして、一生懸命取

り組みました。難しい問題に挑戦した人もいたでしょう。失敗してもあきらめずに練習した人もいたでし

ょう。みなさんが毎日少しずつ積み重ねてきた努力は、しっかりと次の学びへとつながっています。 
 
■そして、「地域と学校をつなぐ」です。 
　町探険や地元の施設や会社の見学、そば体験活動、民俗芸能学習などで、みなさんは地域の方々からた

くさんのことを教えていただきました。また、キピーや読み聞かせ、手洗い教室などの○○教室でお世話

になったなど、本当にたくさんの方が学校に来てくださり、みなさんの学びや活動を応援してくださいま

した。鳥海小学校は、たくさんの人たちに支えられている学校です。ですから、みなさんは飛鳥祭で、地

域の方々に感謝の気持ちをいっぱい伝えてくれましたので、これからも地域の方々はみなさんの成長や頑

張りをあったかい気持ちで支えてくださると思います。 
 
　このように、「つなぐ」ということが上手にできていると思います。たくさんの人たちの応援のお陰でも

ありますが、校長先生は、もう一つお願いしていた「あいさつでつながること」「挑戦する気持ちでつなが

ること」「友達を大切にしてつながること」にも頑張っている姿をたくさん見ることができましたので、み

なさん一人一人がちゃんと頑張っていたからだなぁと感動しています。前期、本当によく頑張りました。

これで、お話を終わります。 
 

 皆様からの惜しみないご協力に、心から感謝申し上げます。後期もどうぞよろしくお願いいたします。


